
松代城(海津城,貝津城,茅津城)(国史跡, 百名城)(長野市松代町松代) 

(海津城址公園) 

 松代城（まつしろじょう）は、長野県長野市松代町松代にある城郭である。元々は海津城（かいづじょ

う）と呼ばれていたが貝津城とも言われた。また茅津城（かやつじょう）とも言われ茅の生い茂った地で

あったと伝える説もある。形式は輪郭式平城。国の史跡に指定されている。 

 歴史・沿革 

戦国時代・安土桃山時代 

正確な築城時期は不明。戦国期には甲斐国の武田晴信（信玄）が信濃侵攻を開始し、北信豪族を庇護した

越後国の長尾景虎（上杉謙信）との北信・川中島地域をめぐる川中島の戦いへと発展する。千曲川河畔の

海津城は川中島地域の拠点城郭として整備され、『甲陽軍鑑』に拠れば武田氏は北信国衆である清野氏の

館を接収し、武田家足軽大将の山本勘助に命じて築城され、『軍鑑』に拠れば本城には小山田虎満（備中

守）、二曲輪に市川等張・原与惣左衛門が配置されたという。 

文書上においては海津城の築城は 1559年（永禄 2年）から開始され（『信濃史料』12巻 - 250号）、翌

年には完成している（『軍鑑』）。築城は屋代氏、香坂氏ら川中島四郡（埴科郡、高井郡、水内郡）の国

衆が担ったという。 

海津城は東条城・尼飾城とともに上杉氏への最前線に位置し、永禄 4年 9月に上杉氏が川中島へ侵攻する

と城代の春日虎綱(高坂昌信）は海津城において篭城し信玄本隊の到着を待ち、9月 10日には八幡原にお

いて両軍の決戦が行われたという（第四次川中島の戦い）。 

また、海津城は川中島四郡における領国支配・国衆支配の拠点としても機能し、城代である春日虎綱は郡

代的権限を持っていたと考えられている。 

武田氏滅亡後に、織田氏家臣の森長可の居城となる。長可は武田遺臣の子息や近隣の村から人質を集めた

が彼らを住まわせたのがこの海津城、あるいは海津城下であったという。本能寺の変が起こると長可は信

濃を放棄して退却する事を決断し、海津城の人質を盾にして美濃へと退却し海津城も無人のまま捨て置か

れた。以後は空白地帯となった信濃へと侵入した上杉氏の支配となったが、1598年（慶長 3年）に上杉景

勝が会津に転出の後は豊臣秀吉の蔵入地となり、城主には田丸直昌が任じられた。 

甲州流築城術の特徴を強く持ち、武田氏築城の代表的な城の一つである。千曲川を背後に控え、本曲輪を

三方から二の曲輪が囲み、甲州流築城術の特徴である丸馬出及び三日月堀を有す。平城としては駿河江尻

城が、平山城としては信濃岡城が海津城（松代城）と構造的に非常に似通っている。 

江戸時代 

 1600年（慶長 5年） この年 2月に田丸直昌の後釜として森忠政が入封。同時に豊臣家の蔵入地で

は無くなる。この時、海津城から待城へと改名される。 

 1603年（慶長 8年） 森忠政が美作へと加増転封されると松平忠輝が入封する。忠輝は加増されて

高田藩主となるが松代も引き続き領有したために、家老花井吉成が城代として統治して領内の整備

に尽力した。この忠輝領主時代に待城から松城へと改名されたという。忠輝以後は松平忠昌、酒井

忠勝と続く。 

 1622年（元和 8年） 真田信之が入城。以後、松代藩の藩庁として明治維新まで真田氏の居城とな

った。 

 1711年（正徳元年） 幕命により松代城と名を改められた。 

 1717年（享保 2年） 火災により本丸、二の丸、三の丸を焼失する。 

 1718年（享保 3年） 幕府より 1万両借財、再建する。 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BF%A1%E6%BF%83%E5%9B%BD


 1742年（寛保 2年） 戌の満水により被害を受ける。城主が松代南にある開善寺へ船で避難する。 

 1752年（宝暦 3年） 藩の執政原八郎五郎により城の北側を流れていた千曲川を瀬直しする。旧流

路は百間堀となる。 

 1770年（明和 7年） 花の丸に御殿を移す。 

 1804年（文化元年） 御蔵屋敷北側に新堀造られる。 

 1828年（文政 11年） 城地北側に佐久間一学（象山の父）により土手を築く。幸貫により「不崩

（かけ）ずの土手」と名付けられる。 

 1847年（弘化 4年） 善光寺地震が発生し、本丸・二の丸・三の丸の囲い塀、櫓、番所などが大破

し倒壊した。この時の様子はむしくら日記に詳しい。 

 1853年（嘉永 6年） 火災により花の丸御殿を焼失する。その後再建される。 

 1864年（元治元年） 城外御殿として新御殿（真田邸）建てられる。 

 1872年（明治 5年） 廃城。跡地は藩士に払い下げられ畑に変えられる。 

 1873年（明治 6年） 火災により再び花の丸御殿を焼失。多くが宅地となる。  

o 北西に戌亥隅櫓台（天守台）があるが天守相当の櫓は近世初頭には失われたようで、本丸

には幕末まで四隅に二重櫓が上がっていた。 

明治・大正 

 1879年（明治 12年） 旧花の丸の一部に「松代城花之丸旧跡」という石碑が建てられる。 

 1904年（明治 37年） 藩士に分け与えられていた土地を真田幸正が買い取り、本丸跡地を遊園地

として解放した。 

 1921年（大正 10年） 松代町長矢沢頼道により「松代開府 300年祭」が行われ、本丸に「海津城

址之碑」が建立される。 

 1925年（大正 14年） 海津城址公園内に 4000円の巨費を投じ噴水、番所を建設し、掃除人を常駐

させ公園の維持管理に努める。  

o その後、二の丸に市民プール、グランドが整備される。 

現代 

 1951年（昭和 26年） 真田幸治により本丸が寄付され、公用地となる。 

 1964年（昭和 39年） 本丸を中心とした城址の一部が県の史跡に指定された。 

 1981年（昭和 56年） 本丸を中心とした城址の一部と新御殿が国の史跡に指定された。 

 2004年（平成 16年） 太鼓門、堀、石垣、土塁などが復元された。 

 2006年（平成 18年）4月 6日、日本 100名城（26番）に選定された。 

城内構造 

 本丸  内堀より中は総石垣で囲われ、1770年（明和 7年）に花の丸御殿が造られるまで、藩の政

庁及び藩主の住宅である本丸御殿が置かれていた。櫓門は 3カ所、北不明門、東不明門、太鼓門。

櫓はいずれも二重で 4カ所にあった。 

 二の丸 東側の区域には 1759年（宝暦 9年）まで二の丸御殿が置かれていて、その後、土蔵が建て

られる。 

西側の区域には石造りの煙硝蔵が建てられていた模様である。 

門は西不明門、石場門、南門があった。 

 三の丸 三日月堀の外の曲輪で、材木小屋、屋根師、大工、畳師などの作業所や物置、武具奉行役

所が置かれていた。 

東側に大御門（大手門）が置かれていた。 



 花の丸 三の丸の西側にあり、茶屋、草木が植えられ、藩主の遊園地として機能していたが、1770

年（明和 7年）に花の丸御殿が建てられ、幕末まで藩の政庁及び藩主の住居が置かれた。 

 水の手 本丸の北側一帯。吾妻番所、土蔵が置かれていた。宝暦年間に千曲川の瀬替え工事が行わ

れ、新堀が造られた。1828年（文政 11年）佐久間一学が命を受け、花の丸西から水の手まで土手

を築き、「不崩の土手」と命名された。 

 御蔵屋敷 城の東側一帯、石場門の外（牛堀の東）を御蔵屋敷と呼んでいた。構内には、御蔵奉行

役所、郡奉行役所、勘定奉行役所、評定所などが置かれていた。 

 馬場 花の丸南側に「桜の馬場」、御蔵屋敷の北側に「紅葉の馬場」があった。 

 演武場 文政年間頃、「桜の馬場」より南清須町の間に造られた。 

 総構え 城下町（町八町）を取り囲むように江戸の初め頃造られたが、人口の増加とともに崩され、

現在では長国寺の裏側（東側）に高い盛り土が残っているのみである。 

 内堀 本丸を囲っている堀。 

 外堀 二の丸を囲っている堀。 

 三日月堀 二の丸南門南側にあった堀。 

 三の堀 三の丸と花の丸の一部を囲っていた堀。 

 牛堀 外堀の東側の堀をこう呼んでいた。 

 百間堀 千曲川瀬直しにより旧流路を利用した堀。 

 新堀 曲川瀬直し後、造られた堀 

城内茶室 

 城内いたる所に茶室が存在した。九扈（きゅうこ）亭、知身貴（ちしんき）亭の額のみ現存する。  

o 九扈亭 初代藩主真田信之によって芝の隠居所（現大鋒寺）に建てられたが、後花の丸西

側に移築された。 

o 信玄茶屋 花の丸南西にあり、武田菱がついていたことから命名される。 

o 知身貴亭 文政 11年に本丸の北西に建てられた。 

o 一圭（いちけい）楼 文政 12年に桜の馬場の脇に建てられた。 

遺構 

 藩校文武学校が現存する。 

 城外御殿新御殿（真田邸）が現存する。これは、1862年（文久 2年）、文久の改革の一環で参勤

交代制度の緩和にともなって、妻子の帰国が許されたことから、松代場外に住まいとした屋敷であ

る。 

 鐘楼が現存する。 

 稲荷神社が現存する。千曲川の瀬替え前よりあり、御船屋のそばにあったことから御船屋稲荷と呼

ばれている。 

移築現存建物等 

 松代城城門 廃城後に長野市内の民家の表門として移築される。（どこの門か不明） 

 秋葉大明神・稲荷大明神（城の鎮守） 三の丸にあったが廃城後、長野市の民家に移される。 

 大御門の鯱 廃城後、長国寺の本堂に乗せられる。 

 花の丸御殿の一部（淵玄亭） 9代幸教の実母順操院の住居で、近年、松代の民家に移築されてい

たものが発見される。現在、解体保存される。 

 伝花の丸御殿の一部 廃城後、真田勘解由家の表門（薬医門）と母屋（長局と伝わる）が花の丸よ

り移される。 

 伝花の丸御殿の一部 廃城後、花丸院（長野市松代）として移築された。 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%97%A9%E6%A0%A1
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 物見櫓 鐘楼隣に建てられていたが移築現存する。 

江戸時代に松代藩の江戸屋敷となっていた建物は、昭和初年に神奈川県藤沢市の龍口寺大書院として移築

された。また、関東大震災にも無事であった江戸中屋敷が一旦長野県佐久市野沢の中島公園に移築された

が、現在は長野県上田市丸子のホテル天竜閣裏に移築されている（再建中）。 

Wikipediaによる 

 

  


